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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】平成24年3月1日(2012.3.1)

【公開番号】特開2012-7422(P2012-7422A)
【公開日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2010-145709(P2010-145709)
【国際特許分類】
   Ｅ０４Ｄ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０４Ｄ  13/00    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月16日(2012.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　従来の横葺き屋根や金属瓦への屋根上設置物の取り付けは、固定部材の上面に屋根上設
置物を載せ、上面に突設されている取り付けボルトをナットで締め付けることで行われて
いた。
　しかし、取り付けボルトは、溶接やカシメによって、交換不能に取り付けられているこ
とが多かった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
【図１】（ア）（イ）（ウ）（エ）は、本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを構成する
係止金具２の実施例の説明図である。
【図２】本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを横葺きの屋根材６に取り付けた状態を示
す説明図である。
【図３】（ア）（イ）は、本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを構成する係止金具２の
他の実施例の説明図である。
【図４】（ア）（イ）は、本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを構成する固定部材であ
る馳金具１の実施例の説明図である。
【図５】本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａの実施例を示す説明図であり、断面図であ
る。
【図６】本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを屋根材６の馳部６ａに取り付けた状態を
示す説明図である。
【図７】従来技術の説明図である。
【図８】従来技術の説明図である。
【図９】従来技術の説明図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　係止金具２の側面２４は、上面２１の一側を折り下げて形成された面となっている。側
面２４には、締め付けボルト４を挿入する位置に、締め付けボルト４を締め付けるための
固定具であるナット５をはめて保持することができる側面凹設部２６が形成されている。
　締め付けボルト４は、頭部４１とねじ部４２とを有する、汎用性の高い六角ボルトであ
る。そして、ナット５も、汎用性の高い六角ナットである。
　本実施例の場合には、側面凹設部２６は、表面側は略長方形の穴となっており、長辺が
締め付けボルト４を締め付けるためのナット５の対角距離より長く、短辺がナット５の二
面幅よりも長く対角距離よりも短い。
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